
　北海道アルバータ酪農科学技術交流協

会の交流事業推進につきまして、日頃か

ら皆様には格別のご理解、ご協力をいた

だき心より厚く御礼申し上げます。

　さて、本協会は2012年度も関係者の

皆様方の多くのご協力をいただき、留学

生派遣、海外農業技術セミナー開催など

の事業を計画にしたがい実施することが

できました。

　今年度は、酪農コースの２名を2012

年４月よりオールズカレッジに派遣いた

しました。昨年と同様、派遣前の英語研

修を酪農学園大学内で行い、カナダ到着

後約１週間の研修を受けたのち酪農実習

に入りました。今年度は、オールズとカ

ルガリー近郊の２戸の酪農家で実習を行

いました。酪農実習を終えて、９月より

オールズカレッジの授業に参加していま

す。2013年度は英語研修コース２名と

の参加が決定し、５月派遣に向けて派遣

前の英語研修も終え準備を進めていると

ころです。

　今年度も海外農業技術セミナーを

2013年２月20日に酪農学園大学学生ホ

ールにおいて、カナダ・アルバータ州カ

ルガリーの酪農家デビッド・チャラック

氏を招いて、「乳牛改良におけるジェノ

ミックパワー」と題して、北米を中心と

する乳牛の育種改良における遺伝子検査

による能力評価（ジェノミック評価）の

現状と利用について講演いただきまし

た。これまで、乳牛の遺伝的能力は、後

代検定を実施し、その結果で評価してい

ました。しかし、最近は子牛誕生後直ち

に遺伝子検査調を実施して遺伝的能力を

評価する方法が急速に普及しています。

これにより世代間隔の短縮が進み、より

効率的に育種改良が進むことが、多くの

データを用いて分かりやすく紹介されま

した。講演後は多くの学生がチャラック

氏に質問をするなど盛会にセミナーを終

えることができました。

　当協会は2013年度に創立40周年を迎

え、６月の定期総会時に記念事業を実施

する予定で準備を進めております。また、

この機会に記念誌を作成し、当協会40

年間の歴史を記録として残したいと考え

ております。現在、長年ご支援、ご協力

いただきました方々に原稿の執筆をお願

いしてその準備を進めております。

　今日、生産資材の高値推移、担い手不

足、環太平洋パートナーシップ（TPP）

協定交渉問題など、農業を取り巻く状況

は厳しくなるばかりですが、当協会は日

本酪農の持続的発展のために微力ながら

その一端を担ってまいりたいと考えてお

ります。今後とも一層のご支援とご協力

をよろしくお願い申し上げます。

協会40周年を迎えるにあたって
北海道アルバータ酪農科学技術交流協会

会長　麻田　信二
（学校法人　酪農学園理事長）
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第40回定期総会と奨学生報告会の開催
　2012年６月29日（金）に、酪農学園大学本館において第40回定期総会（2012年度）を開催し、

会員、関係者ら19名の方々にご出席いただきました。

　定期総会では麻田会長が挨拶を述べ、次いで北海道農政部農政課の橋本真明主幹から来賓の

ご挨拶を頂いた後、以下の議案がそれぞれ承認されました。

　第１号議案　2011（平成23）年度事業報告ならびに収支決算報告について

　第２号議案　2012（平成24）年度事業計画ならびに収支予算案について

　第３号議案　役員の補充・選任について

　第４号議案　40周年記念事業・記念式典について

　定期総会後に引き続き、奨学生報告会を行い、2011年８月から佐藤貢・雪印乳業−酪農学

園・アルバータ大学の奨学金を受けてアルバータ大学で実施された夏季研修に参加した酪農学

園大学酪農学部食品流通学科４年の野坂麻美さんが、４週間にわたる集中英語研修での体験や、

スーパーマーケットにおける食品流通の日本とカナダの違いついて、写真を交えて報告しまし

た。報告会には、第37回（2010年度）オールズカレッジ派遣留学生の西條晋太朗さんも参加

してくれました。

役 職 氏 名 所 属 備 考
名誉会長 高橋はるみ 北海道 知事

顧 問
羽貝　敏彦 北海道 農政部長

佐藤　俊彰 ホクレン農業協同組合
連合会

代表理事
会長

会 長 麻田　信二 学校法人酪農学園 理事長

副 会 長
金川　幹司 酪農学園後援会 副会長
小川　澄男 雪印メグミルク株式会社 北海道本部長

常任理事 佐々木　均 酪農学園大学
エクステンションセンター 所長

理 事

原田　　勇 学校法人酪農学園 学園長
仙北富志和 学校法人酪農学園 副学園長
谷山　弘行 酪農学園大学 学長
安宅　一夫 酪農学園大学 特任教授

掛村　博之 雪印種苗株式会社 代表取締役
社長

北　　良治 北海道ホルスタイン
農業協同組合

代表理事
組合長

長谷川行夫 日本酪農青年研究連盟 委員長
菅沼　英二 酪農学園大学 名誉教授

蒔田　浩平 酪農学園大学
エクステンションセンター

次長
（国際交流）

新 髙橋　　茂
前㈳家畜改良事業団十勝
種雄牛センター場長
現酪農学園大学
酪農学部　酪農学科

教授

監 事
永田　　享 酪農学園後援会 常務理事

高橋　　徹 雪印種苗株式会社 経理部
財務担当次長

役 職 氏 名 所 属 備 考

参 与

新 小山内　薫 雪印メグミルク株式会社 北海道
副本部長

干場　信司 酪農学園大学酪農学部 学部長
林　　正信 酪農学園大学獣医学部 学部長

岩井　　洋 酪農学園大学
環境システム学部 学部長

森田　　茂 酪農学園大学酪農学部
酪農学科 学科長

發地喜久治 酪農学園大学酪農学部
農業経済学科 学科長

石下　真人 酪農学園大学酪農学部
食品科学科 学科長

尾𥔎　　亨 酪農学園大学酪農学部
食品流通学科 学科長

田村　　豊 酪農学園大学獣医学部
獣医学科 学科長

加藤　敏文
酪農学園大学
環境システム学部
環境マネジメント学科

学科長

押谷　　一
酪農学園大学
環境システム学部
地域環境学科

学科長

星野　仏方
酪農学園大学
環境システム学部
生命環境学科

学科長

野村　　武 酪農学園大学校友会 会長

堀内　信良 酪農学園大学
短期大学部同窓会 会長

事務局長 堂地　　修 酪農学園大学
酪農学部酪農学科 教授

退任　参与　	 雪印メグミルク株式会社　北海道副本部長　壇辻　雅博
退任　参与　	 酪農学園大学短期大学部　酪農学科長　寺脇　良悟

北海道アルバータ酪農科学技術交流協会　2012年度役員（2012年６月29日現在）
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　デビッドＡ．チャラック氏は、乳牛の育種改良に特に関心を持つ食肉、酪農・畜産業の
エキスパートとして広く知られています。アルバータ州畜産食肉機関の取締役会理事長と
しても、豊富な人脈を駆使し、同機関の施策を業界に広く普及することに貢献しています。
　チャラック氏の本業は獣医師で、活躍の場は多岐に渡り、ロッキーマウンテン・ホルス
タイン牧場では共同経営者として社長を兼務しています。ブリーダーとしてワールド・デー
リィ・エキスポ、ロイヤル・ウィンター・フェア（３回）、全米ブリーダーズ・ハードで
グランド・チャンピオンを獲得しています。アルタ・ジェネティクス社ではインターナショ
ナル・セールス・マネージャーとして活躍する一方、ホルスタイン・カナダでは公式審査
員を務め、また世界14ヶ国のホルスタインショウで審査を行っています。
　チャラック氏は、カナダ農業の発展に長年貢献していることが認められ、2011年にカ
ナダ農産物貿易に殿堂入りしました。

デビッドＡ．チャラック氏
Dr. David A. Chalack

カナダ・アルバータ州　ロッキーマウンテン・ホルスタイン社長
President of Rocky Mountain Holstein, Alberta, Canada

講師紹介

海外農業技術セミナー

　2012年度海外農業技術セミナーが２

月20日、江別市の酪農学園大学中央館

学生ホールで開かれた。本年度はカナダ

の獣医師で牧場経営者でもあるデビッド 

Ａ．チャラック氏が「乳牛改良における

ジェノミック・パワー」と題して講演

し、酪農家や酪農関係者、学生ら約150

人が参加した。講師経歴や同大交換留学

生との交流の様子、参加者からの質疑応

答を交えながら展開されたユニークな講

演に、会場からは笑い声がこぼれ、終始

和やかな雰囲気で進められた。

　講演でチャラック氏は「酪農界では今、

SNP（一塩基多型）と呼ばれるゲノム

（染色体）の個体差を用いた“ジェノミッ

ク評価”に注目が集まっている」と述べた

上で「乳牛改良の評価精度は遺伝子解析

を行う頭数が増えるほど高まる。カナダ

や米国では09年で既に４万3,000頭の遺

伝子が解析されており、形質別の信頼度

は72％にまで上がっている」と説明した。

　また「これまで主流とされてきた後代

検定は世代間隔に63カ月を要していた

が、ジェノミックを利用すれば21カ月

に短縮でき、改良スピードは格段に速く

なる」と説明するとともに「兄弟（姉妹）

間における形質（産乳量、乳質、体型な

ど）は両親の平均値を同一に受け継ぐた

め、個体差の判断はできなかった。しか

し、後代検定にＳＮＰ情報を加えること

で個々の遺伝的形質の差が明らかとな

り、最良の選抜が可能になる」とジェノ

ミック評価の利点を強調した。

　最後に「評価データの精度を上げるた

め、現在も算出方法自体が変化している

ところだが、牛群内でより優秀な雌牛を

選抜できると同時に種雄牛にヤングブル

を利用できるなど、ジェノミック評価は

大きな期待が持てるツールである」とそ

の可能性を力強く語った。

(酪農ジャーナル2013年4月号より引用)

写真：「ジェノミックで改良スピードは格段に速くなる」と語るチャラック氏

“The Power of Genomics”乳牛改良におけるジェノミック・パワー
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佐藤貢・雪印乳業─酪農学園・アルバータ大学奨学金
　2012年度派遣奨学生として６名が選ばれ、集中英語研修コースに派遣されました。
　本奨学金の授与者は上限５名としておりましたが、今年度は基金の予算に余裕があっ
たため、優秀な人物がいる場合には対象者を増やすことが第40回定期総会にて承認され、
アルバータ大学もこれを了承しました。
　出発に先立って2012年８月７日（火）に奨学金授与式が行われ、麻田会長から奨学金と
奨学金証明証が授与されました。授与式には、本会監事の永田享氏（酪農学園後援会常
務理事）、2012年度定期総会後に理事に就任された髙橋茂氏（酪農学園大学酪農学科教授）
も出席され、カナダ渡航を目前に期待に胸を膨らませている奨学生を激励しました。
　奨学生６名は８月21日（火）に日本を出発し、アルバータ大学で４週間しっかり英語
を勉強し、９月19日（水）に無事帰国しました。帰国後はそれぞれの専門分野での学習
が始まりましたが、10月４日（木）に参加メンバーが再結集し、報告会を開催しました。
　本奨学金は３年ごとに制度の見直しを行っていますが、2013年が更新年となるため、

現在、酪農学園大学エク
ステンションセンターが
窓口となり、アルバータ
大学と更新の手続きを
行っています。

酪農学園大学　　　　
環境システム学部
生命環境学科３年

緑　　卓馬
　私は2012年の夏にカナダに行ってきた。
目的は大きく分けて２つあった。海外に滞在
し少しでも人生の経験値をあげるため、そし
て言わずもがな、英語力の向上である。海外
に行き、ホームステイをし、外国人と接し、
今まで見たことのないものを見、今まで感じ
たことのない事を感じ…少しでも私の中の何
かに良い変化をもたらしてくれるだろうと期
待していた。また、個人的に英語を話すとい
う事を一切してこなかったため、海外に行く
という事は私にとって大きな一歩であった。
　研修の半分が過ぎたころクラスの振り分け
テストがあり、Reading, Writing, Speaking, 
Listeningの４項目の総合でレベル別に振り
分けられた。同じクラスになった韓国・中
国・アラブ系の人達は話す事に特化してい
た。つまりSpeaking, Listeningは出来るが、
Reading, Writingは出来ないという状況で
あった。日本人はその逆であった。海外で生
活したり、ビジネスにおいて有利なのはどち
らかと聞かれたら、私は韓国・中国・アラブ
系の人達と答えるだろう。日本の英語教育に
ついて苦言を呈しているわけではないが、話
すことに関して
もっと数をこな
していかなけれ
ばいけないと感
じた。
　カナダで経験

したことは数知れぬが、印象的だったのはバ
スの中での出来事とBanffの景色である。バ
スは、運転手・乗客ともにあいさつやお礼が
頻繁に飛び交っていたというところである。
バスチケットを運転手に見せると“Thank 
you”と言われ、こちらが“Thank you”
と言うと“You are welcome”と言われる。
それ以外でも、乗客同士などで互いに気を利
かせていた。日本にいるときはあまり見ない
光景だったため、感動してしまった。本当に
些細なことであったが感動してしまった。
　Banffではまさに雄大・壮大という言葉が
ふさわしい大自然を満喫した。日本にいる限
り決して見る事ができないであろう景色の
数々…。そういったものを眺めているうち、
そういったものの中に自分自身がいるという
感覚を覚えた時、心が洗われた気がした。様々
な事に苦しみ、様々な問題を抱えて生きてい
るが、そのどれもが小さく感じた。大自然を
前にすると、人間はなんてちっぽけな生き物
なんだ、そういう感覚になった。
　カナダに行く前、つまり日本にいる間にい
ろいろとイメージを膨らませていたが、思っ
た通りにはなかなかいかないものだった。頭
であれこれ考えていても実際にやってみると
上手くいかない、というのはよくある話だが
まさにそうだった。頭の中にある英語を口に
するのは難しく、頭の中で考えていることを
伝えるのは難しかった（このことは、日本に
いても同じであるが…）。
　英語力が向上したかどうかは定かではない
が、人生の経験値は間違いなくあがったと思
う。とはいっても、時間がたたないと実感す
るのは難しいと思うが……。

　奨学金も私の中では大きなことであった。
現地で使うお金はすべて奨学金で賄ってい
た。さすがに全額を使い切ってしまうような
ことはないので、安心して現地での生活を楽
しむことができた。もし奨学金を授与されて
いなければ、現地でお金のことばかりを気に
してしまい満足に観光もできなかったと思
う。そう考えると本当にありがたかった。
　今、カナダでの生活を振り返ってみると夢
のような日々であった。ホストマザーとも話
したが、い
つかお互い
の事を忘れ
てしまう日
が来るかも
しれないが、
人と出会う
事は素晴らしい事だと改めて思った。私の性
格上、たった１カ月間で深い関係になるとい
う事は難しく、中途半端な関係性になってし
まうため、逆に別れることは虚無感を伴う事
だが、ホストマザーに限らずお世話になった
アルバータ大学ELPのオフィスの方々、クラ
スメイト、先生などと出会ったことを後悔は
していない。今後どうなるかは誰も知らない
が、もしできる事なら、またどこかで会って
みたい。もちろん、嫌なこともあったが過去
として振り返ってみればすべて良い経験・良
い思い出になっている。過去とはそういうも
のだと思うが、改めて思うと本当に不思議な
ものである。
　日本・カナダ両国でお世話になった方々含
め、私と関わったすべての方に「ありがとう」
と言いたい。

【研修レポート】Canada Aug 〜 Sept 2012

酪農学部 酪農学科 ３年 奥野みどり

環境システム学部 生命環境学科 ３年 緑　　卓馬

農食環境学群 循環農学類 ２年 髙山　茉莉

農食環境学群 環境共生学類 ２年 翠田ひかる

農食環境学群 環境共生学類 ２年 澤舘　隆宏

獣医学群 獣医学類 １年 川村　卓史
写真：左より奥野さん、翠田さん、髙山さん、川村くん、
　　　澤舘くん、緑くん、アルバータ大学トビーさん
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酪農学園大学　　
獣医学群　　
獣医学類１年

川村　卓史
　８月21日から約１か月、カナダのエドモ
ントンで英語研修をしてきました。
　なぜ自分がこのプログラムに参加したかと
いうと、将来国際的に仕事の出来る獣医師を
目指しており海外での生活がどのようなもの
なのか体感したかったため、また今後の学校
生活において自分はどのように、どの程度英
語を勉強すればよいか知りたかったからで
す。
　このプログ
ラムでは午前
中英語を勉
強し、午後は
フリータイム
かアクティビ
ティがあると
いうものでし
た。最初の２
週間はまだア
ルバータ大学
が休み中だっ
たので外国人の学生はほとんどおらず、自分
のクラスも日本人だけでの授業でした。正
直、外国人と１か月間一緒に勉強出来ると
思っていたのでクラスに関してはあまり満足
出来ませんでした。一方で授業以外では先輩
とWest Edmonton Mallという世界最大級
のショッピングセンターに行ったり、エドモ
ントン市内を観光したりしました。また休日
にはホストファミリーに家の近くのファー
マーズマーケットに連れて行ってもらったり
と、とても充実した生活を送ることができま
した。やはり最初の２週間は現地の人たちの
英語やホストマザーの英語（ペルー出身だっ
たのでペルー訛りでした）を聞き取ることが
出来ず、とても苦労したとともに、とても悔
しい思いをしました。しかし見るもの全てが
とても新鮮で、たくさんの刺激を受けました。
　残りの２週間はアルバータ大学も新学期が
始まり、中国、韓国、サウジアラビア、メ

キシコやスペインなど様々な国の人たちと
一緒に授業を受けました。やはりそれぞれ
の国によって英語にも訛りがあってとても
面白いと感じました。授業はグループに分
かれてdiscussionする機会が多く、お互い
の国についてや大学の専攻について話したり
しました。その際、外国人は自分の言いたい
ことを言えていたのですが、僕は自分の言い
たいことを英語で上手く伝えることが出来ず
とても悔しかったです。単語やイディオムは
圧倒的に日本人のほうが優れているけれど、
speakingは外国人の方が優れているという
ことを改めて実感しました。アクティビティ
ではカナダ人の多くが好むゴルフを体験した
り、動物園、Humane Societyという動物管
理センターの
ような施設や
大学の農場な
どに行きまし
た。Humane 
Societyは 札
幌市の管理セ
ンターとは
違ってとても綺麗で大きく、日本との違いに
驚きました。後半のアクティビティは酪農学
園大学と関係あるものが多くとても良い経験
になったと思います。また最後の週末には
Banffに２泊３日で観光してカナダの大自然
を堪能しました。日本では見られないような
スケールの大きい大自然は一生忘れることは
無いと思います。
　今まで数回
海外へ行った
経験はありま
すが、ホーム
ステイは今回
が初めてでし
た。ホストマ
ザーは仕事で
忙しい中、夜ご飯を作ってくれたり日本食レ
ストランに連れて行ってくれたりと、とても
親切にしてくれました。まるで日本の自分の
家で生活しているように過ごすことが出来ま
した。
　また、この１か月、外国人はもちろん、日本

からの留学生などたくさんの人と出会いまし
た。クラスの友達とはたった２週間しか一緒
に過ごすことは出来なかったけれど、最後の
クラスの時には寄せ書きのメッセージをくれ
たり、お別れの食事会を開いてくれたりしま
した。本当に感謝で一杯であるとともに、こ
の出会いを大切にしていきたいと思いました。
　最後に英語について今回の研修で感じたこ
とについてです。一言でいうと自分の英語能
力の無さにがっかりしました。日本では正直、
自分はある程度は英語が出来るとは思っては
いました。しかし、実際に世界に飛び出して
みると同じアジアの中国人や韓国人が流暢に
英語を話
していま
した。ま
た 単 語、
文法もそ
んなに分
かってい
ないサウ
ジアラビ
ア人がこれまた流暢に英語を話していまし
た。自分にがっかりはしましたが同時に自分
も努力すれば、そんな風になれるということ
も感じました。今回の研修は１か月というと
ても短い期間で、周りには多くの日本人がい
ました。そのため自分の中では英語研修とい
うよりはどちらかというと観光旅行的な感覚
だったと思っています。英語能力のさらなる
向上のため、次は長期間、なるべく日本人の
いない環境で英語を学びたいと思います。そ
のために、こ
れからの大学
生活では空い
ている時間が
あれば英語を
勉強します。
そんな決意を
僕自身に与え
てくれた１か
月でした。

【研修レポート】アルバータ大学短期英語研修

佐藤貢・雪印乳業─酪農学園・アルバータ大学奨学金について

目的
酪農学園大学の学生に対してアルバータ大学の研修プログラムへの参加を奨励し、学生の資質向上と国際感覚の涵養を
目的とする。

概要
１．酪農学園大学学生派遣のための奨学金制度とし、３年実施後に再検討する。
２．対象は夏季短期研修プログラムとし、一人あたり10万円、毎年５名に奨学金を授与する。
３．酪農学園大学エクステンションセンターが、奨学金授与候補者を北海道アルバータ酪農科学技術交流協会に推薦
し、同協会会長が奨学生を決定する。

４．同意書の期限は３年間とし、継続の可否について検討する。
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第40回派遣留学生決定

カナダ留学の
抱負
酪農学園大学
農食環境学群
循環農学類２年

平野　美澄
　私が、今回この留学を決めた理由は、
三つあります。
　一つ目は英語力を高めるという事です。
私は、将来海外で働きたいと考えていま
す。しかし、今の英語力ではそれは難し
いと思います。そのため、1年間カナダへ
留学し、ネイティブスピーカーの人と対
等に話せるように努力したいです。今ま
では、海外に行ってもなかなか自分から
話しかけたり、行動を起こしたりできませ
んでした。その反省を生かしてこの留学
では自分から行動を起こしたいと思いま
す。そして、いきなりカナダへ行ったか
らといって英語力がつくとは思いません。

そのため、行く前にしっかりと勉強をし
ていきたいと思います。
　二つ目は、今の自分を変えたいという事
です。まずは、計画力のないところです。
何かをするときにいつもぎりぎりになって
しまい、きちんと計画を立てておけば良
かったと思うことが多々ありました。その
度に反省するのですがなかなか直りません
でした。そのため、カナダという異国の地
で生活する厳しさを感じ変えていきたいと
思っています。そして次に、自分の意見を
持ち、きちんと伝えることができるように
なりたいです。他人に意見を求められた時
にすぐに答えられず考え込んでしまい、伝
えるときもなかなか相手に伝わらないとい
うことがありました。カナダなどの欧米で
は、自分の意見をきちんと言うことが大事
なので学んでいきたいと思っています。
　三つ目は、カナダの広大な自然と野生
動物をこの目で見たいということです。
私は特に、野生動物に興味があるので、
カナダにしかいない野生動物を見て学び

たいです。そして、カナダは自然も豊か
でウィンタースポーツも盛んなので、ぜ
ひ体験したいと思っています。また、オー
ロラなどの普段見られないような景色も
見たいと思っています。
　今回の留学が終わった時には、ひと回
りもふた回りも成長していたいです。吸
収できるものは、すべて吸収して自分の
財産にしたいと思います。分からないこ
とも沢山あり、失敗をすることも沢山あ
ると思います。しかし、「失敗は成功のも
と」というように失敗を恐れず、失敗を
糧にしたいです。そしてたくさんの友達
をつくり日本の良さも伝えたいと思って
います。１年間の留学を終えても連絡を
取り合うような一生の友達を作りたいで
す。知らない土地で１年間も生活をする
ので少し不安もありますが、全てのこと
を楽しみながら頑張りたいです。
　最後に、この留学を快く承諾してくれ
た両親に感謝し、より一層頑張りたいと
思います。

留学の抱負
　

酪農学園大学
農食環境学群
循環農学類２年

竹林　佳南
　私がこのプログラムに参加しようと
思った理由は、将来青年海外協力隊で
活躍したいと考えているため、少しでも
英語を話せるようになりたいという思い
からです。英語を実践的に話すことので
きる環境下で勉強することで、英語のコ
ミュニケーション能力が向上することが
できると考え、このプログラムに参加し
ようと思いました。
　私は以前、佐藤貢・雪印乳業−酪農学
園・アルバータ大学奨学生としてカナダ
へ行ったことがあり、そのときにいろん
な国から来た人との交流があり、さまざ
まな考え方に触れることができました。

その上、英会話力が向上するなどと、と
ても有益なことばかりでした。しかし、
短期ということもあり、自分のしたい勉
強やコミュニケーション能力は上げるこ
とができなかったため、今回の留学では
前回できなかったことと英語能力を向上
させたいと思っています。それから、カ
ナダの農業について大変興味があるの
で、オールズカレッジで精いっぱい勉強
したいと思います。
　カナダは多民族国家であるため、いろ
んな国や文化、宗教の人たちとかかわる
ことができる国であると思ったため、い
ろいろな国の考え方を学べるいい機会
だと感じました。また、その国の生活や
文化を学ぶことにより、いろんな視点か
ら物事をとらえることができると思いま
す。さらに、異なる環境での学習をする
ことで、今後の大学生活での学習にプラ
スになるような経験をしたいと思ってい
ます。英語を必然的に話さなければいけ
ないという環境に住んでみることによっ

て、自分自身の英語力に磨きをかけたい
と思っています。
　この留学での目標は、積極的に行動し
てみること、失敗することを恐れないと
いうことです。前回の留学では、自分の
英語に自信が持てず、あまり自分から話
すということができていなかったので、
自主性をもって積極的に話かけるように
していきたいと思います。そして、自分
なりの考えを物怖じせずに発言していき
たいと思います。また、たくさん失敗す
ることで、失敗から学べることは多くあ
ると思っているので、何事も恐れずに挑
戦をしていきたいと思います。特に日本
では経験できないようなことに挑戦して
いきたいと思っています。留学期間中は
一日一日が無駄にならないように、学ん
だことはすべて吸収できるように努力し
ていきたいと思います。さらに、カナダ
でたくさんの友達を作って、英語でたく
さんの日本文化や日本の魅力について多
くの人に伝えていきたいと思っています。

　第40回（2013年度）派遣留学生選考試験が2012年11月６日（火）に適性検査、一般教養の試験、11月８日（木）に面接
試験が行われ、TOEIC（Test of English for International Communications）スコアをもとに選考し、２名の留学生を英語

研修コースに派遣することを決定しました。
　派遣が決まった留学生２名は、２月９日（土）に出発前集中英語研修に参加しました。５月１日（水）にカナダへ出発し、８月下旬までアルバー
タ大学エクステンション学部の英語研修に参加する予定です。その後にオールズへ移動し、９月からオールズカレッジにて専門科目を履修します。
2014年４月末に派遣留学プログラムを修了して帰国する予定です。

　第40回派遣留学生出発式が2013年３月８日（金）に行われました。英語研修コース派遣留学生に決まった平野美澄さん
（酪農学園大学農食環境学群循環農学類２年）と竹林佳南さん（同２年）は、英語と日本語で留学の抱負を発表しました。

　抱負発表の後、麻田会長より激励の挨拶があり、奨学金が授与されました。

選考試験

出発式開催
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第39回オールズカレッジ派遣留学生からの便り

村上奈津美
酪農学園大学　酪農学部酪農学科４年

（2012年５月報告書より抜粋）　
　５月に入っても早朝は薄く氷が張るくら
い寒い時もありますが、日中はとても暖か
く１日の寒暖の差がとても激しいです。やっ
と木には若葉が見られるようになり春らし
くなってきました。
　私がお世話になっているVan der Sluijs 
Farmはオランダ人の家族が経営していて
100頭前後の搾乳牛がいます。フリーストー
ル牛舎で牛床には木のチップを細かくした
ようなものを使用しています。汚れた部分
だけ床に落として残りを平らになるように
広げます。搾乳機はオートで外れるタイプ
を使用しています。パーラーは８頭のダブ
ルで、ほとんど１人で回すことが出来ます。
隣の部屋に子牛のゲージがあり、パーラー
で搾った牛乳をバケツに移して運び子牛に
与えています。哺乳器で与える時も同じく
搾りたての牛乳を使います。今まで見てき
た牧場はほとんど粉ミルクを使っていたの
で、生の牛乳を与えているのをみて驚きま
した。乾乳は離れの建物にいて、多くの子
牛はここで生まれます。自然分娩が多いよ
うです。

　オーナーのHermanは搾乳担当で、牧
場にいる牛の体調や乳量を把握していま
す。たまに簡単な治療は自分で行っていま
す。事務所には冷凍された精子が置いてあ
り人工授精を行っています。これにはとて
も驚きました。２週間に１度くらいの頻度
で獣医さんが来て、牛の受胎の有無を確
認します。奥さんのMarijkeは馬と家事と
簿記を担当しています。朝晩の搾乳時は牛
床掃除を手伝いに来ますが、パーラーでの
仕事は一切手伝いません。娘のJeanineと
AngeliqueはともにVaultingの選手です。
世界各地で行われる大会に参加している
のであまり家にはいません。家にいる間は
仕事を手伝いますが、多くの時間をトレー
ニングに費やしているので毎日忙しそうで
す。自分たちでVaultingのクラブを立ち上
げ、教室を開いたり大会に備えてミーティ

ングを開いたりしています。それに加え
Jeanineは街で仕事をしています。２人が
いない間はMarijkeが馬の世話をするので
それを私が手伝うこともあります。馬は全
部で10頭ほどいて、そのうち５頭は朝に外
に出して夜は小屋に戻すという作業を毎日
行います。雨などで外に出せない日は屋内
の運動場に出してそれぞれの小屋の掃除を
行います。
　私は毎朝５時前に起きて作業を手伝って
います。主に牛床掃除と子牛の世話です。
牧場に来て１ヶ月がたち、筋肉痛に悩まさ
れることもなくなりました。５時前になる
と自然に目覚めるようになったのでやっと
体がなれてきたようです。
　遠出や大きなイベントはありませんが、
毎日が有意義で楽しいです。日本料理をご
馳走する計画を立てていますが食材が揃い
ません。今度、時間ができたときにカルガ
リーまで買い出しに出かける予定です。料
理が口に合うか心配ですが、彼らがどんな
反応をしてくれるのか楽しみです。

渡辺　　南
酪農学園大学　獣医学部獣医学科４年

（2012年７月報告書より抜粋）
　今月は大きなイベントが２つありました。
一つは５日に牧場で開催された‘ROCKY 
MOUNTAIN HIGH SALE 2012’です。こ
のセールでは共進会用の牛が競り形式で販
売されます。セールの１週間前には新たに
10人以上のワーカーが加わりました。彼ら

はブリテッシュコロンビア州やオンタリオ
州から毎年手伝いに来るそうです。また販
売される牛も他の州やアメリカから輸送さ
れ、牛の数も増えました。セール当日は朝
４時から夕方６時までほぼ牛舎にいて餌や
りや糞とりをしました。その後は皆で夜10
時近くまで飲みました。次の日仕事が休み
であることを期待しましたが、‘明日も仕事
だ’と親方にあっさり言われ、50頭のかわ
いいい子牛達のために翌朝5時に必死に起
きました。当日は快晴で100人を超えるバ
イヤーが集まり、一番高い牛は80,000カナ
ダドルの値がつきました。改めてすごいビ
ジネスだなと感じます。セールの準備は本
当に大変でしたが、これをきっかけに沢山
の人に出会え、友人もできました。大変貴
重な経験だったと思います。
　２つ目の大きなイベントはカルガリーで
開催されたCalgary Stampede というお祭
りです。６日から15日の10日間に渡って花
火や様々なショーが行われ、私は3回もス
タンピードに行きました。アルバータ州は
カウボーイの州なのでお祭りに来た多くの
人々がカウボーイハットを被っていました。
雄牛や雄馬を使った競技であるロデオも毎
日行われます。またチャックワゴンレース
という４頭の馬がワゴンを引きその早さを
競うレースがあり、それを間近に見ること
ができました。馬の蹄が作る地響きは迫力
満点です。これをきっかけに乗馬をしたく
なりました。機会があればカナダにいるう
ちにトライしようと思います。
　カナダ国民はカナダが好きなんだなぁと
思うことがしばしばあります。Ｔシャツ・
切手・卵のパックなどなど様々なものに
メープルリーフが描かれています。さらに
軒先に国旗を吊るしている家も多くありま
す。スタンピードのセレモニーで国家が流
れた際は、会場にいるほぼ全ての人が立ち
あがって歌っていました。とても不思議な
光景に感じられました。
　あっという間にファームステイも残り
１ヶ月を切りました。今後も仔牛が元気で
いられるように仕事に励み、いろいろ勉強
していきたいと思います。

◀ 

牛
床

◀ 

牛
舎
外
観



Alber ta  News Hokkaido-Alberta Dairy Science ＆ Technique Exchange Association8

交流実績一覧
年　度 教育者・研究者 学　生 酪農青年 計 備　考派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 合計

1 1974 昭和49 1 8 9 9
2 1975 昭和50 1 9 1 10 1 11
3 1976 昭和51 1 9 1 10 1 11
4 1977 昭和52 1 1 10 6 12 6 18 学生派遣はアルバータ大学大学院
5 1978 昭和53 1 10 2 11 2 13
6 1979 昭和54 1 1 1 8 4 10 5 15 学生派遣はアルバータ大学大学院
7 1980 昭和55 1 1 9 3 10 4 14
8 1981 昭和56 1 1 10 4 11 5 16
9 1982 昭和57 1 1 10 5 12 5 17 学生派遣はアルバータ大学大学院
10 1983 昭和58 1 2 4 4 5 6 11
11 1984 昭和59 1 5 2 5 3 8
12 1985 昭和60 1 7 1 7 2 9
13 1986 昭和61 7 1 7 1 8
14 1987 昭和62 8 2 8 2 10
15 1988 昭和63 9 1 9 1 10
16 1989 平成	元 6 6 6
17 1990 平成	2 1 10 11 11 学生派遣はオールズカレッジ
18 1991 平成	3 4 4 4 オールズカレッジ
19 1992 平成	4 1 1 1 2 1 3 学生派遣はオールズカレッジ
20 1993 平成	5 7 2 9 9 学生派遣はオールズカレッジ
21 1994 平成	6 2 2 2 オールズカレッジ
22 1995 平成	7 4 4 4 オールズカレッジ
23 1996 平成	8 7 3 10 10 学生派遣はオールズカレッジ
24 1997 平成	9 10 1 11 11 学生派遣はオールズカレッジ6名、

アルバータ大4名
25 1998 平成10 6 6 6 オールズカレッジ
26 1999 平成11 2 2 2 オールズカレッジ
27 2000 平成12 4 4 4 オールズカレッジ
28 2001 平成13 3 3 3 オールズカレッジ
29 2002 平成14 1 1 1 オールズカレッジ
30 2003 平成15 2 2 2 オールズカレッジ
31 2004 平成16 1 1 1 オールズカレッジ
32 2005 平成17 1 1 1 オールズカレッジ
33 2006 平成18 4 4 4 オールズカレッジ

（内1名は英語研修コースで派遣）
34 2007 平成19 3 3 3 オールズカレッジ

（内2名は英語研修コースで派遣）
35 2008 平成20 3 3 3 オールズカレッジ

（3名を英語研修コースで派遣）
36 2009 平成21 3 3 3 オールズカレッジ

（1名を英語研修コースで派遣）
37 2010 平成22 4 4 4 オールズカレッジ

（2名を英語研修コースで派遣）
38 2011 平成23 1 1 1 オールズカレッジ

（1名を英語研修コースで派遣）
39 2012 平成24 2 2 2 オールズカレッジ

40 2013 平成25 2 2 2 オールズカレッジ
（2名を英語研修コースで派遣）

計 10 8 81 0 146 37 237 45 282
合　計 18 81 183 282

※酪農青年派遣事業はワーキングビザで渡航、1992年からはワーキングホリデービザで渡航
※2006年度学生派遣より、英語研修コースを新設（ファームステイの代わりにアルバータ大学エクステンション学部で集中英語研修）

編集後記
　　2012年度海外農業技術セミナー
で招聘したデビッド・チャラック氏が
経営されているロッキーマウンテンホ
ルスタインでは、当協会よりオールズ
カレッジ派遣留学酪農研修コースに派
遣した2011年度姉崎正弥さん、2012
年度（派遣中）の渡辺南さんを酪農研
修生として受け入れてくれました。セ
ミナーで使用されたスライドの中に
は、姉崎さんや渡辺さんも登場し、新
しい情報の中にも嬉しい「再会」があ
りました。セミナーには上湧別より姉
崎さんが駆けつけてくれたほか、チャ
ラック氏にお世話になったことのある
という方々も集まり、ちょっとした同
窓会のようでした。

（篠原）

会費・寄付金・助成金

誠にありがとうございました。感謝をもってご報告申し上げます。（順不同・敬称略）
（社）北海道酪農協会　（社）北海道ホルスタイン農業協同組合　（株）町村農場　（有）金川牧場
雪印メグミルク（株）　雪印種苗（株）　学校法人　酪農学園　（財）酪農学園後援会　� （以上8件）

2012（平成24）年度会費・寄付金・助成金　合計　1,989,000円
平成25年３月31日現在
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松浦　健治 長井　信之 美誉志征彦 片山　洋子 相澤　　親 千葉　喜好
町村　末吉 加藤　源右 加藤　寛治 中田　和孝 青野　芳樹 安田　　元
杉本　和彦 宮川　沙織 五十嵐広司 田守　義博 初森　　恵 池田　未佳

（以上18件）

お く や み
　当協会理事（酪農学園　学園長）原田　勇殿が 2012 年 12 月 16 日にご逝去されま
した。協会事務局一同、生前のご尽力に深く感謝し、謹んで哀悼の意を表します。


